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「みらい研究室〜科学へのトビラ〜 第一回出展団体代表者会議」 

 

 

会 議 次 第 

 

 

日 時  平成２５年３月５日、６日 １５：００〜１６：００ 

場 所  神楽坂キャンパス、野田キャンパス 

 

 

１ 開会 

２ 総務班あいさつ 

３ 第一回出展団体代表者会議 

  （１）「みらい研」についてのご説明 

  （２）今年度みらい研の実施要項 

  （３）昨年度アンケート解析の結果紹介 

  （４）今年度企画へのアイデア 

４ 出展団体と実行委員との交流会 

５ 閉会  
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平成２５年３月５,６日 

みらい研究室実行委員会 総務班 

 

「みらい研究室〜科学へのトビラ〜 第一回出展団体代表者会議」開催内容 

 

１．目的 

 この会議は、みらい研究室実行委員会(以後、みらい研)が主催するイベントのひとつで

ある「みらい研究室〜科学へのトビラ〜」について、出展をお考えの団体様への情報提

供や意見交換を目的として開かれたものです。 

 団体の皆様とみらい研実行委員の間で情報や意見を交換することにより、さらに良い

イベント運営ができることを願っております。 

 

２．みらい研とは 

（１）みらい研の目標 

 ① 子供たちに科学の楽しさを伝えたい。 

 ② 出展を通じた学生の「伝える力」の向上 

 また「みらい研究室」という名前は、イベントにきた子供達がいつか理系に進んで、

みらいの研究室を担う人材になってほしい」という願いを込めてつけられました。 

（２）みらい研実行委員会の組織構成 

 実行委員長の下に総務班、広報班、企画班が割り当てられ、全体の組織が構成されて

います。 

◆総務班の仕事 

 主に書類の作成、理科大と書類のやり取りを行います。また、みらい研というイベ

ント全体を見渡し、イベント当日まで滞りなく進めるための下準備も仕事の一つです。

イベント当日では、お弁当やＴシャツなどを担当しています。 

◆広報班の仕事 

 イベントに多くのお客様が来ていただけるよう、イベントの告知をします。例えば、

みらい研のビラを小学校で配ってもらえるよう自治体にお願いしています。また、お

客様の声を聞くためのアンケート製作も仕事です。 

◆企画班の仕事 

 企画内容を充実させ、ご来場するお客様に満足していただくことが使命です。主に

みらい研実行委員と団体様を繋ぐ仕事をしています。最初に団体様とコンタクトをと

るのが企画班であり、団体様をサポートし充実した企画を作るために動きます。 
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３．今年度実施要項 

（１）概要 

 日時：平成２５年６月８日（土）、９日（日） 

    午前１０時〜午後１７時 

場所：日本科学未来館 1階 

最寄り駅：ゆりかもめ「船の科学館」、「テレコムセンター」 

（２）今年度の変更点 

・会場が７階から１階へ移動 

・ビラを増刷し最大１５万部配る（昨年度は１２万部） 

・パンフレットのサイズをＢ５にし、より多くの部数を配布する（昨年度はＡ４） 

（３）今後の諸手続きについて（重要） 

 出展団体の方々には、これから「第一次企画書」を作成していただきます。この企画

書をもとに企画内容の調整、予算の調整等を行います。そして、次に作成していただく

「第二次企画書」の提出を以って企画の正式決定となります。ここでブース配置図や配

送品のリストなども決まります。 

 その他にも様々な提出書類がございますが、担当する企画班員の指示に従ってご提出

していただくようお願いいたします。詳しい日程は以下の表を御覧ください。ご質問等

ございましたら、いつでも担当の企画班員にお尋ねください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付 手続き内容 

3/5(火),6(水) 第一回出展団体代表者会議 

 3/20(水) 第一次企画書提出〆切 

4月上旬 第二回出展団体代表者会議 

4/10(水) 第二次企画書提出〆切 

5月中旬 参加者決定 

5月下旬 第三回出展団体代表者会議 

5月下旬 マニュアル配布 

6/6(木) 搬入 

6/7(金) 前日設営 

6/8(土),6/9(日) イベント当日 

6/10(月) 搬出 
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４．今年度企画へのアイデア 

 「アンケートの集計結果及び考察」の資料を見ると、小学校低学年以下のお子様が多

く、簡単な工作系の企画が喜ばれやすいことがわかります。しかし、簡単な工作系の企

画ばかりを増やしてしまうと、一緒に来ていただいた保護者様や、お連れの小学校中高

学年のお客様には飽きられてしまうのではないかとの懸念が生まれます。 

 そこで今年は、多少時間が長くても科学の深みに触れることの出来る実験系や、“みら

い研でしか見られない”展示系の企画づくりにも力を入れていただき、より幅広い層に

来年もまた来たいと思っていただけるような企画づくりをお願いいたします。 

 企画を行う上でのご質問・ご意見・ご相談等は随時受け付けておりますので、いつで

も担当の企画班員にお申し付け下さい。 

 

５．その他 

みらい研ＨＰ：http://www.ed.kagu.tus.ac.jp/miraiken/ 

 

 


